




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥  ⑤④③②①  I No 
b a 
付
元
禄
9
年
（
元
禄
9
年）
（
元
禄
9
年）
（
元
禄
10
年）
（
元
禄
10
年）
（
元
禄
10
年）
（
元
禄
10
年）
元
禄
9
年
（
元
禄
9
年
）
（
元
禄
9
年
（
元
禄
9
年）
（
元
禄
9
年）
（
元
禄
9
年
元
禄
9
年
（
元
禄
10
年）
（
元
禄
10
年）
（
元
禄
10
年
（
元
禄
9
年）
（
元
禄
9
年
日
8
月
18
日
8
月
3
日
6
月
1
日
1
月
2
日
1
月
7
日
1
月
5
日
1
月
7
日
12
月
4
1
1
6
日
9
月
16
日
9
月
16
日）
12
月
14
日
12
月
14
日
9
月
12
日）
9
月
16
日
4
月
25
日
4
月
25
日
4
月
25
日）
9
月
16
日
9
月
16
日）
差
出
宛
所
山
中
半
兵
衛
•
山
中
造
酒
右
衛
門
↓
池
田
綱
政
↓
柳
沢
保
明
池
田
綱
政
↓
平
岡
資
周
「
御
礼
之
控
」
池
田
綱
政
↓
柳
沢
保
明
山
中
半
兵
衛
↓
（
池
田
綱
政
）
柳
沢
保
明
↓
池
田
綱
政
「
任
官
前
後
控
」
池
田
綱
政
柳
沢
保
明
山
中
造
酒
右
衛
門
ヵ
↓
（
吉
崎
甚
兵
衛
）
柳
沢
保
明
↓
池
田
綱
政
池
田
綱
政
↓
柳
沢
保
明
池
田
綱
政
↓
柳
沢
保
明
池
田
綱
政
↓
柳
沢
保
明
山
中
半
兵
衛
•
山
中
造
酒
右
衛
門
↓
池
田
大
学
（
池
田
綱
政
）
↓
柳
沢
保
明
「
御
礼
」
平
岡
資
周
・
藪
田
重
守
↓
吉
崎
甚
兵
衛
吉
崎
甚
兵
衛
↓
（
池
田
綱
政
）
↓
 
（
池
田
綱
政
「
元
禄
九
•
十
両
年
御
任
官
前
後
御
書
類
」
内
容
構
成
内
容
重
き
儀
に
付
き
、
相
違
•
他
言
な
い
こ
と
を
聾
う
能
を
仰
せ
付
ら
れ
た
御
礼
用
事
を
頼
み
入
る
江
戸
城
正
月
傲
礼
の
作
法
昇
進
の
御
礼
案
（
平
岡
作
成
、
山
中
半
兵
衛
箪
）
⑤
a
の
副
状
⑤
a
へ
の
返
翰
昇
進
前
後
の
登
城
御
礼
昇
進
願
書
（
⑬
の
案
、
平
岡
作
成
、
山
中
半
兵
衛
筆
）
⑧
の
副
状
⑪
へ
の
返
翰
（
柳
沢
自
箪
）
一
昨
日
対
面
の
御
礼
昇
進
願
書
昇
進
願
書
（
⑧
の
正
文
、
池
田
綱
政
自
箪）
明
日
柳
沢
と
対
面
対
面
の
御
礼
柳
沢
と
対
面
時
の
党
書
⑬
請
取
と
柳
沢
承
知
の
旨
連
絡
⑱
の
副
状
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た
年
で
あ
る
。
忠
雄
の
嫡
子
光
仲
が
幼
少
（
三
歳
）
で
あ
る
た
め
、
寛
永
九
年
は
、
光
政
の
叔
父
、
岡
山
藩
主
池
田
忠
雄
が
死
去
し
印
箱
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
よ
り
重
要
な
の
は
「御
朱
池
田
氏
略
系
図
池
田
重
利
重
政
軌
隆
（
勝
千
代
）
池
田
伸
興
□
丁
□
[
:
｀
（
輝
録
）
冒
（
宝
杢
年
死
去
）
忠
雄
|
ー
光
仲
綱
清
【
鳥
取
藩
】
千
姫
―
―
勝
子
（
光
政
室
）
本
多
忠
刻
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
光
政
は
池
田
一
族
の
惣
領
と
し
て
、
し
ば
し
(13) 
ば
光
仲
に
異
見
し
、
鳥
取
藩
家
臣
団
も
光
政
の
指
示
を
仰
い
だ
。
こ
の
後
、
光
政
の
系
統
が
岡
山
藩
、
光
仲
の
系
統
が
鳥
取
藩
と
し
て
幕
末
ま
で
続
く
。
印
」
（
寛
文
印
知
）
の
よ
う
で
あ
る
。
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
桐
箱
に
大
き
く
「御
朱
当
時
鳥
取
藩
主
で
あ
っ
た
光
政
と
国
替
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
註
紹
介
史
料
中
の
人
物
を
中
心
に
作
成
し
、
頻
出
人
物
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
し
た
。
破
線
は
接
子
を
表
す
。
徳
川
富
子
（
妹
）
と
秀
忠
（
兄
）
は
、
系
図
作
成
の
便
宜
上
、
長
幼
の
順
序
を
逆
に
記
し
た
。
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閲
岡
山
藩
官
位
閾
係
史
料
の
過
程
で
薫
彰
の
叙
任
文
書
が
岡
山
藩
池
田
重
教
は
三
0
0
0
石
の
旗
本
と
な
る
が
こ
で
あ
っ
た
た
め
新
宮
藩
は
廃
藩
と
な
っ
た
。
照
が
死
去
し
、
嗣
子
重
教
が
幼
少
（
一
―
歳
）
の
孫
で
あ
る
。
寛
文
一
0
年
に
蕉
彰
の
子
邦
か
ら
播
磨
国
新
宮
に
移
っ
た
。
窯
彰
は
重
利
が
摂
津
国
で
一
万
石
を
宛
行
わ
れ
、
同
三
年
功
に
よ
り
、
元
和
元
年
(
-
六
一
五
）
に
重
利
と
に
始
ま
る
（
系
図
参
照
）
。
大
坂
の
陣
の
戦
の
女
七
条
を
、
池
田
恒
興
が
養
女
と
し
た
こ
煎
彰
の
家
系
は
、
織
田
信
時
（
信
長
の
弟
）
つ
か
ら
宣
旨
が
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
り
、
宣
旨
も
備
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し、
包
紙
に
「
宣
旨
一
通
口
宣
案
弐
通
」
と
あ
口
宣
案
（
二
通
）
・
位
記
で
あ
る
。
口
宣
案
の
薫
彰
の
従
五
位
下
・
越
前
守
叙
任
に
関
す
る
十
二
月
廿
八
日
付
、
播
磨
国
新
宮
藩
主
池
田
続
い
て
四
ー
五
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
（
写
真
一
）
し
ら
が
康
義
氏
撮
影
（
写
真
二
）
し
ら
が
康
義
氏
撮
影
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て
い
る
官
位
昇
進
運
動
は
一
八
世
紀
中
期
以
降
の
も
の
が
多
く
、
旗
本
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
官
位
の
上
下
、
叙
任
の
前
後
が
武
士
身
分
の
な
か
で
も
、
官
位
を
も
つ
も
の
は
大
名
と
一
部
の
が
、
位
階
は
従
四
位
下
の
ま
ま
‘
侍
従
か
ら
少
将
へ
昇
進
し
た
さ
が
な
く
‘
傍
系
の
も
の
だ
け
伝
来
し
た
と
い
う
大
名
家
史
料
は
珍
し
か
ろ
う
。
な
お
、
恒
元
・
窯
彰
の
叙
任
前
後
に
関
す
る
史
料
は
最
後
の
六
は
、
元
禄
九
年
(
-
六
九
六
）
に
岡
山
藩
主
池
田
綱
政
い
の
一
件
史
料
で
あ
る
（
写
真
三
参
照
）
。
こ
の
時
の
記
録
は
、
他
に
(14)
（
15) 
も
「綱
政
様
御
任
官
之
節
御
勤
覚
書
」
、
「御
任
官
始
末
帳
」
、
「曹
(16) 
源
寺
様
少
将
御
拝
任
之
節
御
留
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
次
回
に
取
り
上
げ
た
い
。
儀
礼
な
ど
の
様
々
な
場
面
で
の
序
列
の
甚
準
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
お
も
に
外
様
大
名
を
中
心
と
し
て
、
猛
烈
な
官
位
昇
進
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
知
ら
れ
な
い
。
案
・宣
旨
（
正
文
）
の
す
べ
て
で
あ
る
。
岡
山
藩
主
に
関
す
る
も
の
以
上
-
I
五
が
「池
田
家
文
庫
」
に
伝
来
す
る
位
記
・
ロ
宣
家
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（写真三） しらが康義氏撮影
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悶
岡
山
藩
官
位
槻
係
史
料
を
命
じ
た
。
吉
崎
は
、
柳
沢
家
家
臣
の
山
中
造
酒
右
衛
門
・
半
兵
衛
兄
弟
に
ま
ず
接
触
す
る
。
半
兵
衛
は
、
岡
山
藩
家
老
伊
木
長
門
い
た
（
六
③
）
。
吉
崎
と
山
中
兄
弟
は
誓
紙
を
取
り
交
わ
し
（
六
吉
崎
は
柳
沢
宛
の
綱
政
願
書
（
六
⑫
）
を
平
岡
・
藪
田
の
許
に
持
参
し
、
両
人
は
こ
れ
を
書
き
改
め
て
新
た
に
願
書
の
下
書
（
六
⑧
）
を
作
成
し
た
。
平
岡
は
、
「
一
字
も
相
送
無
御
座
候
様
二
御
自
箪
二
而
御
認
」
め
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
封
•
捺
印
の
仕
方
や
柳
沢
へ
の
藪
田
重
守
に
接
触
す
る
。
綱
政
は
、
と
く
に
平
岡
を
頼
り
に
し
て
た
。
岡
山
藩
と
山
中
兄
弟
に
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
の
官
位
認
識
の
違
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
⑫
に
武
家
官
位
を
が
頼
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
大
名
と
幕
府
の
間
謝
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
奉
公
を
誓
っ
て
昇
進
を
望
み
、
柳
沢
だ
け
①
)
、
昇
進
運
動
は
本
格
化
す
る
。
る
。
こ
の
山
中
兄
弟
を
通
じ
て
、
吉
崎
は
柳
沢
家
家
老
平
岡
資
周
掌
で
は
な
い
が
、
諸
大
名
は
老
中
を
始
め
幕
閣
の
様
々
な
面
々
に
官
位
昇
進
の
内
願
を
し
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
幕
府
に
官
位
叙
任
を
管
掌
す
る
役
職
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
。
二
つ
の
願
書
（
六
⑫
と
六
⑬
）
で
は
、
昇
進
希
望
の
理
由
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
六
⑫
は
、
枠
を
地
下
に
し
て
は
先
祖
に
申
し
訳
な
い
こ
と
、
鳥
取
藩
主
綱
清
が
先
に
少
将
に
昇
進
し
た
こ
と
へ
と
対
抗
を
理
由
と
し
、
岡
山
藩
が
池
田
一
族
の
惣
領
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
が
六
⑬
で
は
、
将
軍
の
御
厚
恩
を
感
め
ぐ
る
大
名
の
論
理
、
六
⑬
に
幕
府
の
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
の
守
の
元
家
臣
で
、
山
中
兄
弟
の
兄
平
野
十
蔵
は
岡
山
藩
士
で
あ
っ
少
将
昇
進
を
望
む
池
田
綱
政
は
、
公
儀
使
吉
崎
甚
兵
衛
に
そ
れ
が
い
わ
ば
正
式
な
願
書
で
あ
っ
た
。
官
位
叙
任
は
御
側
用
人
の
職
J
で
は
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
後
、
綱
政
は
願
書
を
作
成
し
て
お
ら
ず
‘
柳
沢
へ
の
願
書
（
六
⑬
）
（
当
時
保
明
）
へ
の
接
近
と
そ
の
指
示
が
具
体
的
に
判
明
す
る
、
非
(18) 
常
に
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
取
成
し
で
綱
政
の
希
望
は
叶
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
じ
て
将
軍
綱
吉
の
披
見
に
供
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て、
柳
沢
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
御
側
用
人
柳
沢
吉
保
）
こ
に
紹
介
す
る
池
田
綱
政
の
少
将
昇
進
運
動
は
、
お
そ
ら
く
最
提
出
方
法
に
至
る
ま
で
事
細
か
に
指
示
し
て
い
る
（
六
⑨
）
。
こ
う
し
て
柳
沢
に
提
出
さ
れ
た
願
書
（
六
⑬
）
は
、
お
そ
ら
く
柳
沢
を
通
-123-
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
戸
田
に
全
く
頼
ら
ず
、
柳
沢
だ
け
に
取
成
し
を
依
頼
し
て
い
る
（
六
⑬
)
。
戸
田
か
ら
「
内
證
二
而
」
伝
え
ら
れ
た
能
を
、
「
心
加
記
ハ
格
別
」
（
六
②
）
と
し
て
柳
沢
に
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
叙
任
後
の
年
頭
挨
拶
状
で
も
平
岡
の
指
示
・
添
削
を
受
け
て
お
り
（
六
⑤
b
)
、
柳
沢
と
自
分
は
「
御
一
家
同
事
」
と
す
ら
主
張
し
て
い
る
（
六
⑤
a)
。
こ
う
し
て
綱
政
は
「
柳
沢
家
の
門
番
」
と
称
さ
れ
て
(19) 
い
く
。
帰
国
直
前
に
‘
綱
政
は
柳
沢
に
面
会
し
（
六
⑭
ー
⑯
）
、
「
在
国
之
内
二
て
も
、
諸
事
被
懸
御
心
」
る
こ
と
を
、
柳
沢
に
要
請
し
ぞ
れ
の
認
識
や
、
昇
進
運
動
を
通
じ
て
み
え
て
く
る
当
時
の
幕
政
の
状
況
な
ど
、
随
所
に
興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
詳
し
く
は
翻
刻
以
上
の
よ
う
に
、
六
は
武
家
官
位
を
め
ぐ
る
幕
府
・
大
名
そ
れ
て
い
る
六
⑭
）
。
柳
沢
の
権
勢
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。
と
し
て
い
た
六
②
、
六
⑬
）
。
し
か
し
、
官
位
昇
進
に
関
し
て
は
岡
山
藩
（
綱
政
）
は
、
通
常
は
老
中
戸
田
忠
昌
を
幕
府
へ
の
取
次
別
に
あ
る
の
で
あ
る
。
う
な
幕
府
の
論
理
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
名
の
認
識
は
で
あ
る
。
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
武
家
官
位
の
機
能
は
J
の
よ
註(
1
)
藤
井
譲
治
「
日
本
近
世
社
会
に
お
け
る
武
家
の
官
位
」
（
中
村
賢
二
郎
『
国
家
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
報
告
、
一
九
八
九
年
）
(
2
)
『池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
』
は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
池
田
家
文
庫
」
を
マ
イ
ク
ロ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
史
料
の
年
代
・
表
題
と
『岡
山
大
学
所
蔵
池
田
家
文
庫
総
目
録
』
(
-
九
七
0
年
）
の
整
理
番
号
・
『
池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
』
の
リ
ー
ル
油
を
、
年
代
「
表
題
」
《
整
理
番
号
・
リ
ー
ル
悔
》
と
記
す
。
(
3
)
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
編
『
改
定
増
補
池
田
家
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
史
料
目
録
藩
侯
l
』
（
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
九
三
年
）
の
「
官
位
」
参
照
。
な
お
、
天
和
二
年
「
仰
置
之
覚
書
」
《
C
四
-
1
0
ニ・
Y
C
D
|
O
O
―
》
の
よ
う
に
官
位
と
は
直
接
関
連
し
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
他
史
料
と
著
し
く
重
複
す
る
も
の
は
除
く
。
(
4
)寛
永
九
年
「
宣
旨
」
《
C
四
ー
九
九
•
Y
C
D
I
O
O
一
》
(
5
)寛
永
九
年
「
口
宣
案
」
《C
四
-
1
0
0
•
Y
C
D
|
0
0
1
》
(
6
)寛
永
九
年
「
位
記
」
《C
四
-
1
0
1
•
Y
C
D
I
O
O
一
》
(
7
)寛
文
元
年
「
位
記
」
《C
四
ー
九
七
•
Y
C
D
|
0
0
―》
(
8
)
寛
文
元
年
「
口
宣
案
」
《
C
四
ー
九
八
・
Y
C
D
|
0
0
―》
(
9
)
元
禄
九
ー
十
年
「
御
任
官
前
後
御
書
類
』《
C
六
ー
四
二
六
・
Y
C
D
|
 00
1
》
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犀
紐
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
(10)
上
野
秀
治
「
大
名
の
叙
位
・
任
官
文
書
」
（
日
本
歴
史
学
会
編
『概
説
古
文
書
学
』
近
世
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
(
1
1
)究
永
八
年
に
島
津
光
久
が
従
四
位
下
•
侍
従
に
叙
任
し
た
さ
い
も
、
口
宣
案
（
二
通
）
・
宣
旨
・
位
記
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
『鹿
児
島
県
史
料
・
旧
記
雑
録
後
編
5
』
一
九
九
ー
ニ
0
二
頁
）
。
位
記
の
発
行
開
始
は
、
寛
永
末
年
か
ら
や
や
遡
る
で
あ
ろ
う
。
(12)
谷
口
澄
夫
『池
田
光
政
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
二
五
頁
(13)
児
玉
幸
多
『
日
本
の
歴
史
18
大
名
』
（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）
二
五
ニ
ー
ニ
五
五
頁
(14)
元
禄
九
年
「
綱
政
様
御
任
官
之
節
御
勤
覚
書
」
《
C
四
ー
一
四
・
Y
C
D
I
O
O
-〉
(
1
5
)元
禄
九
年
「
御
任
官
始
末
帳
」
《C
四
-
1
0
七
•
T
C
D
I
O
0
-
〉
(16)
元
禄
九
年
「
曹
源
寺
様
少
将
御
拝
任
之
節
御
留
」
〈
C
四
-
1
0
八
•
Y
C
D
I
O
O
-
〉
(17)
松
平
（
上
野
）
秀
治
「
仙
台
伊
達
氏
の
官
位
上
昇
運
動
に
つ
い
て
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
『
史
料
』
一
五
•
一
六
•
一
七
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
(18)
拙
稿
「
岡
山
藩
と
武
家
官
位
ー
池
田
綱
政
の
少
将
昇
進
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『史
観
』
一
三
三
、
一
九
九
五
年
）
19)
大
石
慎
三
郎
『
江
戸
時
代
』
（
中
公
新
書
、
0
頁
一
九
七
七
年
）
二
O
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く）。
一、
利
用
の
便
を
考
え
て
、
史
料
上
の
人
物
に
関
す
る
簡
単
な
解
説
を
巻
末
に
し
た
（
た
だ
し
、
位
記
・
宣
旨
・
ロ
宣
案
の
み
に
現
れ
る
人
物
は
除
一
、
校
訂
註
は
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
字
・
平
出
を
残
し
た
。
ま
た
、
適
宜
読
点
・
並
列
点
を
補
っ
た
。
一
、
料
紙
の
サ
イ
ズ
を
、
縦
x
横
で
記
し
た
。
m
]．
m
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
紙
•
第
二
紙
を
表
す
。
一
、
か
な
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
次
の
も
の
は
残
し
た
。
6
（
よ
り
）
、
一
、
原
本
の
摩
滅
・
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
文
字
が
判
読
し
に
く
い
場
合
に
は
、
字
数
を
推
定
し
て
□
口
で
示
し
、
字
数
を
推
定
で
き
な
い
場
合
に
は
]
で
示
し
た
。
も
っ
て
示
し
た
。
）
で
括
っ
て
記
し
た
。
一
、
原
本
に
塗
抹
の
あ
る
場
合
に
は
【
凡
例
】
江
（
え
）
、
而
（
て
）
、
茂
（も
）
、
与
（
と
）
”
”
を
そ
の
文
字
の
左
傍
に
付
し
、
抹
消
し
た
文
字
が
不
明
の
と
き
は
、
そ
の
字
数
を
推
定
し
て
、
●
●
を
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罪
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
本
紙
三
四
・
三
e
mx
四
七
•
O
c
m
（
包
紙
）
「
口
宣
案
」
①
口
宣
案
（
従
五
位
下
）
①
・
②
の
包
紙
四
六
•
O
c
mx
三
一
・
七
C
m
（
姉
小
路
）
蔵
人
頭
左
近
衛
権
中
将
藤
原
公
景
奉
（
池
田
）
従
五
位
下
源
恒
元
二
、
寛
永
九
年
十
月
一
日
宣
旨
（
西
園
寺
店
晴
）
上
卿
新
大
納
言
備
後
守
者
（
端
裏
書
）
「
口
宣
案
」
宣
奉
勅
件
人
宣
令
任
本
紙
（
西
園
寺
）
従
二
位
行
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
賓
晴
（
池
田
）
従
五
位
下
源
朝
臣
恒
元
（
姉
小
路
）
蔵
人
頭
左
近
衛
権
中
将
藤
原
公
景
奉
（
包
紙
）
「
宣
旨」
本
紙
・
礼
紙
一
、
寛
永
九
年
十
月
＿
日
池
田
恒
元
宣
旨
（
備
後
守
）
三
七
•
八
c
mx
五
九
•
五
c
m
寛
永
九
年
十
月
一
日
掃
部
頭
兼
大
外
記
造
酒
正
中
原
朝
臣
師
生
奉
池
田
恒
元
口
宣
案
寛
永
九
年
十
月
一
日
宜
叙
従
五
位
下
②
口
宣
案
（
備
後
守
）
寛
永
九
年
十
月
一
日
宜
任
備
後
守
三
四
•
三
C
mx
四
七
·
o
e
m
（
池
田
）
源
恒
元
包
紙
四
五
•
五
c
mx
三
一
•
五
c
m
（
西
園
寺
買
晴
）
上
卿
新
大
納
言
【
翻
刻
】
（
端
襄
書
）
「
口
宣
案
」
宣
旨
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用
光
寵
、
宿
弥
孝
亮
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
太
宰
権
師
臣
（
包
紙
）
「
位
記
」
奉
賓
有
光
廣
資
勝
中
務
、
性
理
格
勤
功
効
克
、
宣
慶
賞
候
鍾
抑
惟
令
典
、
宜
授
栄
爵
、
可
依
前
件
、
主
者
施
行
寛
永
九
年
十
月
一
日
無
品
中
務
卿
智
忠
親
王
正
四
位
下
中
務
大
輔
臣
兼
左
近
大
史
主
殿
頭
竿
博
士
小
槻
従
五
位
上
行
中
務
少
輔
臣
藤
原
朝
臣
宣
陸
-
T
 
4
1
 
宣
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
正
三
位
行
権
中
納
言
臣
正
三
位
行
権
中
納
言
臣
正
三
位
行
権
中
納
言
臣
制
書
如
右
、
請
奉
制
附
外
施
行
、
謹
言
季
吉
等
言
元
親
光
賢
公
宣
雅
宣
業
光
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
従
二
位
行
権
中
納
言
臣
兼
賢
賓
顕
右
可
従
五
位
下
正
二
位
行
権
中
納
言
臣
共
房
（
池
田
）
源
朝
臣
恒
元
従
二
位
行
権
大
納
言
臣
賓
晴
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
従
二
位
行
権
大
納
言
臣
定
好
道
房
包
紙
通
村
賓
秀
三
、
寛
永
九
年
十
月
＿
日
本
紙
m]I図 池
田
恒
元
位
記
（
従
五
位
下
）
四
五
•
六
c
r
n
X
三
一
•
五
c
m
二
七
•
O
C
r
n
X
四
七
•
五
c
m
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
季
継
宣
衡
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別
二
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
少
録
少
録
大
録
式
部
少
輔
拙
制
書
如
右
符
到
奉
行
告
従
五
位
下
源
朝
臣
恒
元
奉
参
議
正
四
位
上
行
左
大
辮
経
廣
式
部
卿
uM
式
部
大
輔
似
右
大
臣
正
二
位
朝
臣
内
大
臣
正
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将
朝
臣
太
政
大
臣
朝
臣
師
生
制
可
拙
寛
永
九
年
十
月
一
日
摂
政
従
一
位
行
左
大
臣
朝
臣
左
中
耕
共
綱
月
日
辰
時
正
四
位
上
行
掃
部
頭
兼
大
外
記
造
酒
正
中
原
従
二
位
行
権
大
納
言
臣
基
福
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
資
慶
兼
晴
兼
晴
頼
業
従
四
位
下
行
中
務
少
輔
臣
藤
原
朝
臣
祐
宜
行
二
品
行
中
務
卿
智
忠
親
王
正
五
位
下
行
中
務
太
輔
臣
源
朝
臣
資
冬
四
、
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
栄
爵
、
寛
永
九
年
十
月
一
日
右
可
従
五
位
下
中
務
、
表
節
兵
欄
、
宣
勤
羽
衛
、
精
誠
無
搬
、
用
施
寵
章
、
可
依
前
件
、
主
者
施
行
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
正
二
位
行
権
大
納
言
臣
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
左
近
衛
大
将
臣
（
池
田
）
源
朝
臣
煎
彰
宣
奉
夙
夜
在
公
、
宜
授
池
田
薫
彰
位
記
（
従
五
位
下
）
※
都
合
に
よ
り
、
料
紙
の
計
測
せ
す
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制
書
如
右
、
符
到
奉
行
（
池
田
）
告
従
五
位
下
源
朝
臣
窯
彰
奉
宜
任
越
前
守
（
池
田
）
従
五
位
下
源
薫
彰
兵
部
卿
兵
部
大
輔
正
四
位
上
行
右
大
辮
頼
孝
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
濶
（
中
院
通
茂
）
上
卿
源
大
納
言
曲
~
（
端
裏
書
）
「
口
宣
案
」
本
紙
左
大
臣
従
一
位
朝
臣
右
大
臣
正
二
位
朝
臣
内
大
臣
正
二
位
朝
臣
宣
旨
三
四
•
五
C
m
x五
二
•
五
C
m
①
口
宣
案
（
越
前
守
）
太
政
大
臣
隊
（
包
紙
）
「
宣
旨
一
通
、
口
宣
案
弐
通
」
関
白
従
一
位
朝
臣
包
紙
四
九
•
五
e
m
x三
五
•
O
c
m
右
中
琲
昭
房
五
、
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
月
日
辰
時
正
四
位
上
行
掃
部
頭
兼
大
外
記
造
酒
正
中
原
朝
臣
師
生
制
可
従
二
位
行
権
大
納
言
臣
従
二
位
行
権
大
納
言
兼
近
衛
大
将
臣
制
書
如
右
‘
請
奉
制
附
外
施
行
、
謹
言
寛
永
九
年
十
月
一
日
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
少
録
少
録
賓
秀
大
録
俊
廣
従
四
位
下
兵
部
少
輔
永
貞
池
田
薫
彰
口
宣
案
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螂
年
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
御
任
官
前
後
御
書
類
」
元
禄
九
•
十
両
年
（
包
紙
「
御
廓
包
紙
（
①
ー
⑬
同
封
）
（
勧
修
寺
）
蔵
人
左
中
罪
藤
原
経
慶
奉
三
四
•
五
c
m
x四
七
•
五
e
m
（
吉
崎
）
一、
此
度
甚
兵
衛
―
―
申
聞
候
一
巻
、
少
茂
相
送
無
御
座
候
、
重
キ
儀
二
御
座
候
間
、
御
前
次
両
人
衆
之
外
、
曽
而
御
他
言
不
被
遊
御
儀
与
奉
存
候
‘
（
減
）
私
共
甚
兵
衛
＿
一
申
聞
候
通
、
ニ―日
茂
増
咸
不
仕
候
様
―
―
与
奉
六
、
元
禄
九
・
十
両
年
御
任
官
前
後
御
書
類
（
貼
紙
「
増
」 囲
（
黒
印
元
禄
丙
子
年
八
月
十
八
日
宜
任
従
五
位
下
山
中
兄
弟
誓
」
口
上
二
而
甚
兵
衛
申
上
ル
処
、
（
包
紙
）
「
/
（
池
田
）
源
窯
彰
本
紙
ニ
八
•
O
C
r
n
X
三
三
•
O
c
m
寛
文
元
年
十
二
月
廿
八
日
（
中
院
通
茂
）
上
卿
源
大
納
言
（
端
裂
書
）
「
口
宣
案
」
本
紙
宣
旨
包
紙
二
ハ
・
七
cm
x
二
三
．
liem
「
誓
紙
」
（
包
紙
裏
）
「壽
」
①
元
禄
九
年
八
月
十
八
日
山
中
半
兵
衛
•
山
中
造
酒
右
衛
門
②
口
宣
案
（
従
五
位
下
）
ニ
四
•
五
e
mx
五
二
•
五
e
m
（
貼
紙
・
朱
箪
）
「
一
番」
（
勧
修
寺
）
蔵
人
左
中
辮
藤
原
経
慶
奉
朱
箪
）
「
ハ
十
ニ
ノ
一
ヨ
リ
十
六
辿
」
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貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
五」
上
pl' 
（
包
紙
）
「
丙
子
八
月
三
日
之
口
上
書
相
本
紙
包
紙
存
‘
甚
兵
衛
―
ー
神
文
致
さ
せ
、
私
共
方
＿一
取
置
申
候
、
右
申
上
候
段
、
元
禄
九
年
子
八
月
十
八
日
②
元
禄
九
年
八
月
三
日
L 
池
田
綱
政
「
口
上
書
控
」
e
m
、
図
―
二
•
O
c
m
)
※
山
中
兄
弟
の
花
押
に
は
、
血
判
あ
り
山
中
造
酒
右
衛
門
（
花
押
）
山
中
半
兵
衛
（
花
押
私
共
日
本
大
小
之
神
祇
奉
掛
、
毛
頭
相
送
・
他
言
無
御
座
候
、
大
切
之
儀
故
、
神
文
ヲ
以
申
上
候
、
以
上
、
二
0
•
五
e
mx
二
七
•
O
c
m
一
六
•
五
c
mx
五
八
•
五
C
m
(I
I
l
四
六
•
五
（
保
明
）
元
禄
九
丙
子
年
八
月
能
被
仰
付
候
前
二、
柳
沢
殿
へ
越
、
以
平
右
之
段
々
、
有
難
仕
合
奉
存
候
‘
尤
山
城
守
殿
5
御
内
意
―
―
候
へ
宇
右
衛
門
へ
ロ
上
無
宛
の
か
ミ
に
て
、
折
二
包
不
封
（
池
田
綱
政
）
松
平
I
|
日
三
倫
能
可
被
仰
付
間
、
其
心
得
可
仕
旨
、
有
難
仕
合
奉
存
候
‘
（
忠
昌
）
七
月
廿
八
日
夕
、
従
戸
田
山
城
守
殿
以
切
紙
被
仰
下
候
ハ
、
自
然
能
被
仰
付
義
可
有
之
候
間
、
四
五
十
番
書
付
内
證
二
而
可
指
越
旨
二
又
晦
日
晩
切
帝
被
下
、
近
付
、
早
速
四
番
書
付
進
之
申
候
処
二
、
尤
従
山
城
守
殿
御
内
意
二
候
へ
共
‘
（
柳
沢
）
出
羽
守
殿
ハ
格
別
御
事
故
、
以
口
上
書
如
此
御
座
候
、
偏
出
羽
守
殿
御
取
成
と
別
而
恭
次
第
存
候
、
以
上
、八
月
三
日
以
頼
共
、
出
羽
殿
ハ
格
別
之
御
事
故
、
申
口
上
書
申
候
間
、
宜
敷
●
存
n
N
 
女
候
‘
頼
此
口
上
書
自
箪
に
て
調
候
か
、
万
一
少
に
て
も
文
眸
悪
敷
口
上 （
査
周
）
岡
宇
右
衛
門
‘
口
上
申
達
候
‘
口
上
書
自
箪
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悶
岡
山
藩
官
位
閾
係
史
料
（
平
岡
）
御
手
前
事
、
兼
々
承
及
候
へ
と
も
、
終
二
逢
不
申
候
‘
山
中
兄
弟
被
得
其
意
‘
只
今
是
へ
も
早
々
被
出
、
満
足
申
ヲ
以
申
入
候
趣
‘
（
藪
田
）
候
、
五
郎
右
•
御
手
前
同
役
と
申
内
、
け
て
御
手
前
へ
用
事
頼
入
申
事
候
‘
平
岡
宇
右
衛
門
御
側
近
被
為
召
柳
沢
殿
家
来
平
岡
宇
右
衛
門
二
申
聞
セ
候
相
一
七
•
O
c
mx
三
七
•
八
c
m
池
田
綱
政
「
申
聞
控
」
少
存
寄
も
有
之
＿
一
付
、
わ
其
段
も
山
中
兄
弟
可
相
達
と
存
候
‘
此
已
後
被
懸
御
心
可
給
候
、
思
ひ
寄
之
儀
も
候
ハ
ヽ
、
無
6
三
畳
目
ノ
前
之
緑
6
二
寸
斗
先
iI
太
刀
ヲ
置
、
二
畳
目
ノ
（
元
禄
十
年
）
少
将
任
官
以
後
、
正
月
二
日
之
御
礼
、
大
廣
間
下
段
之
敷
居
（
端
襄
書
）
「
丁
丑
正
月
二
日
之
御
礼
之
相
」
貼
紙
朱
筆
）
「ハ
ニ
ノ
八
」
御
書
」
貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
壱
」
（
包
紙
）
「
丁
丑
正
月
二
日
御
證
之
御
拍
占
氏
）
(
!
糸
「
御
廓
」
本
紙
一
六
•
四
c
m
x二
九
・
ニ
C
m
包
紙
二
―
•
八
c
mx
一
九
•
三
c
m
封」
遠
慮
山
中
兄
弟
迫
御
申
聞
可
給
候
、
先
可
申
ヲ
昨
日
ハ
結
構
ノ
御
仕
合
ど
も
之
由
承
博
、
一
段
之
御
事
候
‘
（
柳
沢
保
明
）
晩
程
、
出
羽
守
殿
へ
以
使
可
申
入
と
存
候
、
首
尾
宜
様
二
頼
入
候
‘
心
得
可
給
候
、
藪
田
五
郎
右
も
弥
息
災
二
被
居
候
哉
、
④
元
禄
十
年
正
月
二
日
「
御
礼
之
控
」
（
包
紙
）
「
元
禄
九
年
丙
子
六
月
十
一
日
本
紙
御
帰
リ
之
節
包
紙
二
0
.
o
c
mx
二
八
•
三
c
m
之
者
に
て
、
内
々
聞
置
可
給
候
‘
③
元
禄
九
年
六
月
一
―
日
所
候
ハ
ヽ
、
宇
右
衛
門
口
上
に
て
申
達
可
給
候
‘
0
山
中
兄
弟
儀
筋
目
有
-133-
（
柳
沢
）
以
切
紙
被
仰
上
候
、
御
自
分
様
弥
御
堅
固
御
務
称
重
奉
存
候
‘
囲
（
黒
印
）
」
（
包
紙
裏
書
、
も
と
表
）
「
上
ル
山
中
半
兵
衛
（
貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
六
」
本
紙
(
a
.
b
ー紙）
e
m（田
五
二
•
O
c
m
‘
回
五
六
・
五
C
m
、
国
五
七
•
O
c
m、
国
三
一
・
三
C
m
)
（
包
紙
）
「
元
禄
十
丁
丑
正
月
七
日
柳
へ
遣
ス
拍
」
一
、
拙
者
義
、
前
廉
も
申
上
候
通
‘
"
"
"
"
"
"
 
（格）
客
式
―
―
構
申
義
―
―
無
御
座
候
、
何
分
二
も
御
奉
公
申
上
度
奉
存
候
間
、
此
段
も
被
懸
御
心
可
被
下
候
、
偏
奉
頼
候
‘
一
、
拙
者
儀
、
年
内
藪
田
五
郎
右
衛
門
•
平
岡
宇
右
衛
門
迫
物
語
仕
置
申
候
一
義
、
此
段
ハ
私
家
御
再
興
と
思
召
可
被
下
候
、
唯
今
拙
者
奉
願
義
＿一ハ
無
御
座
候
へ
共
、
兼
々
左
様
思
召
箇
一
五
•
八
c
mx
一
几
六
·
八
包
紙
二
0
•
五
c
mx
二
八
•
O
c
m
（
義
央
）
上
段
自
一
、
御
銚
子
古
良
、
中
段
之
四
畳
目
ニ
テ
被
下
、
一
、
御
呉
服
磁
、
下
段
之
五
畳
目
ニ
テ
項
戴
、
（
伊
達
綱
村
）
（
島
津
綱
貢
）
陸
奥
守
・
薩
f
守
中
将
二
被
任
候
以
後
、
如
此
二
有
之
由
、
⑤
a
元
禄
十
年
正
月
七
日
池
田
綱
政
「
御
書
之
案
」
其
以
前
ハ
少
将
四
畳
、
侍
従
五
畳
目
ノ
由
、
（
後
箪
）
か
け
ら
れ
候
故
と
次
第
「
心
—
-
」
影
と
、
別
而
恭
奉
存
候
‘
” 
中
ニ
テ
御
礼
申
拙
者
一
、
拙
者
義
、
裳
春
ハ
例
二
替
様
子
能
御
礼
申
上
、
身
二
餘
難
有
奉
存
候
‘
此
段
ハ
何
方
へ
も
願
申
候
事
二
無
御
座
、
御
自
分
様
へ
奉
願
候
処
、
早
速
任
官
被
（江
戸
）
一
、
拙
者
儀
、
御
裳
地
＿
一
相
詰
罷
在
候
内
、
何
と
そ
切
々
御
見
へ
申
上
候
様
二
仕
度
奉
願
候
‘
此
段
茂
偏
二
御
自
分
様
ヲ
43
 
ー
奉
頼
候
間
、
御
次
而
之
節
何
分
ー
ー
も
宜
敷
御
取
成
奉
頼
之
候
‘
＿
拙
者
儀
無
呉
儀
罷
在
候
‘
目
仰
付
、
偏
御
自
分
様
御
鯰
紐
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
只
今
辿
じ
被
懸
御
目
可
被
下
候
、
唯
今
迫
貴
所
様
諸
事
御
影
の
段
、
兎
可
被
下
候
‘
拙
者
一
生
之
内
二
何
と
そ
と
心
中
之
大
願
此
事
二
御
座
候
‘
於
此
義
ハ
、
別
而
御
自
分
様
な
ら
て
可
奉
頼
様
（
元
禄
九
年
）
一
、
私
義
、
旧
冬
も
書
中
二
而
申
上
候
通
‘
御
自
分
様
な
ら
て
外
ニ
御
心
安
得
御
意
候
方
無
御
座
候
‘
万
端
貴
所
様
ヲ
奉
頼
罷
在
じ
段
ハ
｛
是
御
心
安
被
懸
御
目
被
下
候
二
付
‘
如
此
御
座
候
‘
必
々
遠
應
賀
所
様
御
心
底
＿
一
不
叶
儀
ハ
幾
度
も
／
＼
＇
御
用
捨
な
く
御
差
外
ニ
も
以
御
自
分
様
な
ら
て
0
頼
可
申
心
底
―
―
無
御
座
候
、
返
々
諸
事
無
調
法
二
御
座
候
間
、
乍
應
外
左
様
思
召
、
無
御
遠
慮
圃
被
成
可
被
下
候
、
旧
冬
も
宇
右
衛
門
迫
申
候
通
、
神
應
ヲ
候
二
付
、
少
も
心
底
不
残
、
様
々
の
儀
御
内
證
申
入
候
‘
此
頼
候
‘
も
無
御
座
候
間
‘
兼
々
左
様
思
召
匿
可
被
下
候
‘
偏
／
＼
奉
,
＂
＂
"
"
”
"
"
 
（
元
禄
十
年
）
正
月
七
日
（
保
明
）
柳
沢
出
羽
守
之
心
底
＿
一
付
、
報
被
仰
下
候
如
此
御
座
候
、
ニ
ハ
及
不
申
候
、
御
名
御
判
以
上
如
何
と
存
事
〇
披
見
も
御
六
ヶ
敷
可
有
御
座
候
へ
と
も
、
右
箱
致
進
上
候
、
将
又
御
事
多
も
0
可
有
御
座
候
間
、
必
此
御
心
底
之
通
申
上
度
如
此
御
座
候
、
且
又
不
致
物
候
へ
共
、
此
"
"
”
”
"
，
 
一
イ
て
ハ
神
以
無
御
座
候
間
、
幾
重
二
も
／
＼
＇
拙
者
心
底
御
察
被
可
有
御
座
成
可
被
申
候
、
御
覧
も
御
六
ヶ
敷
可
有
被
御
座
候
へ
と
も
、
此
以
後
弥
以
御
座
候
‘
此
已
後
も
少
も
遠
應
不
仕
、
諸
事
可
申
上
候
間
、
同
事
ニ
乍
胞
外
御
一
家
卜
思
召
、
悪
敷
義
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
被
仰
聞
可
被
下
候
‘
善
悪
共
―
―
奉
頼
候
、
二
度
外
ヲ
頼
可
申
覚
悟
二
節
も
‘
拙
者
存
念
中
／
＼
｀
難
申
尽
御
座
候
所
、
乍
細
書
如
此
先
日
角
御
礼
可
申
上
様
乍
無
御
座
‘
恭
仕
合
存
候
、
0
懸
御
目
候
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⑧
元
禄
十
年
正
月
七
日
上
ル （元
禄
十
年
）
正
月
五
日
柳
沢
保
明
「
返
答
」
（
折
紙
）
山
中
半
兵
衛
⑱
（
黒
印
（
池
田
綱
政
）
松
平
伊
豫
守
様御
報
（
元
禄
十
年
）
柳
沢
出
羽
守
正
月
七
日
保
明
（花
押
）
此
方
へ
之
う
つ
り
相
か
ん
か
へ
‘
軽
ヲ
か
へ
り
見
不
申
、
右
之
通
申
上
候
由
、
宇
右
衛
門
申
候
‘
以
上
、
謹
言
‘
一
箱
•
御
肴
一
種
被
掛
御
意
‘
誠
御
心
入
之
段
恭
奉
存
候
、
恐
惜
上
候
段
如
何
―
―
奉
存
候
へ
共
‘
兎
角
少
将
様
御
為
第
―
奉
存
、
（
綱
政
）
る
様
二
而
、
少
将
様
御
心
―
―
應
シ
申
間
敷
候
へ
共
、
上
へ
之
皆
御
願
之
御
心
得
二
而
御
座
候
故
、
御
文
言
結
構
二
被
遊
可
然
奉
存
候
‘
然
共
右
之
内
御
心
—
ー
不
應
所
ハ
御
な
お
し
被
遊
‘
兎
角
今
少
も
こ
ま
や
か
に
御
念
比
—
ー
被
遊
候
様
―
―
可
申
上
旨
、
宇
右
衛
門
申
聞
候
‘
（
柳
沢
）
宇
右
衛
門
身
二
仕
候
而
ハ
旦
那
方
へ
之
御
書
御
文
言
御
内
意
申
冬
御
任
官
、
首
尾
能
年
頭
御
礼
被
仰
上
、
難
有
思
召
候
段
、
御
尤
存
候
、
御
在
府
中
節
々
御
目
見
被
成
度
御
願
井
御
奉
公
向
之
義
思
召
入
之
段
承
届
候
、
将
又
旧
蝋
家
来
等
迫
被
仰
聞
候
趣
致
承
知
候
‘
被
入
御
念
、
委
細
御
紙
面
之
通
得
其
意
存
候
‘
随
而
見
事
成
彫
物
御
手
簡
致
拝
見
候
‘
寒
気
之
節
弥
御
堅
固
之
旨
称
重
奉
存
候
、
旧
（
後
箪
）
t
 
圭
」
「
候
様
二
と
申
、
参
申
候
処
、
宇
右
衛
門
好
二
而
私
相
認
申
候
‘
御
文
言
二
奉
ル
と
有
之
義
、
所
々
＿
一
御
座
候
‘
其
外
御
文
眸
結
構
過
た
⑲
（
黒
印）
正
月
七
日
返
答
」
⑱
（
朱
印
）
封
(1
1
中）
半
兵
衛
申
上
候
右
之
御
書
之
案
紙
ハ
（
平
岡
査
周
）
今
昼
宇
右
衛
門
方
へ
参
（
包
紙
）
「松
平
伊
橡
守
様
元
十
丁
丑
柳
沢
出
羽
守
本
紙
(a
と
一
紙）
本
紙
二
六
•
四
e
mx
四
九
•
五
C
m
⑤
b
元
禄
十
年
正
月
五
日
山
中
半
兵
衛
「
上
ル
」
包
紙
ニ
八
•
O
c
m
x四
一
•
五
c
m
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虹
紐
岡
山
藩
官
位
閥
係
史
料
大
久
保
阿
p
土
や
城
守
殿
・
加
賀
殿
・
豊
後
殿
・
相
模
殿
、
此
四
人
着
座
、
南
又
々
上
へ
之
御
礼
、
昨
日
者
重
ク
申
、
出
羽
殿
ヘ
ノ
礼
軽
戸
厠
之
東
之
杉
戸
之
前
＿一
御
座
敷
之
方
之
敷
居
之
際
上
座
＿一
山
（
藪
田
重
守
）
六
日
朝
五
ツ
過
二
柳
沢
殿
へ
越
、
五
郎
右
衛
門
斗
出
ル
辿
殿
無
判
之
奉
書
到
来
、
其
辞
（
松
平
）
（
明
英
）
（
正
永
）
右
京
殿
、
四
人
老
中
、
若
年
寄
加
藤
佐
渡
殿
•
本
多
伯
者
殿
封
」
任
官
前
後
拍
井
縁
組
御
礼
（
包
紙
）
「
元
禄
丙
子
九
年
十
二
月
本
紙
将
被
任
之
旨
被
仰
渡
ル
有
難
旨
申
而
退
去
包
紙
二
三
•
O
c
mx
三
一
•
五
c
m
一
五
•
五
C
mx
一
七
六
•
五
C
m（田
三
六
．
o
e
m
‘
図
四
三
•
五
C
m
、
図
四
四
•
五
e
m
、
田
八
・o
em)
（
貼
紙
朱
箪
）
「、
ニ
ノ
四」
（
忠
昌
）
元
禄
九
丙
子
年
十
二
月
四
日
及
申
刻
、
自
月
番
戸
田
山
城
守
明
五
日
四
時
御
用
之
義
有
之
候
間
‘
可
有
登
城
候
‘
一
、
五
日
辰
之
中
刻
登
城
‘
午
之
中
刻
――
御
白
書
院
之
南
之
御
縁
（
吉
学
）
（
綱
條
）
此
前
二
水
戸
右
衛
門
督
殿
・
宰
相
殿
御
父
子
、
同
御
書
院
之
西
之
方
之
御
黒
書
院
へ
通
、
衝
立
之
内
杉
戸
之
際
ー
ご
T
右
之
（
柳
）
（
松
平
）
（
阿
部
）
老
中
•
杉
沢
殿
・
右
京
殿
へ
為
上
使
以
豊
後
、
少
将
被
任
旨
‘
此
御
礼
ヲ
被
申
上
、
早
而
水
戸
殿
御
父
子
退
去
之
以
後
、
右
二
如
記
細
川
6
段
々
―
―
被
仰
渡
ル
、
直
二
下
城
、
従
柳
沢
殿
、
137
（
喬
朝
）
（
昌
忠
）
秋
元
但
馬
殿
・
米
倉
丹
後
殿
へ
廻
ル
、
柳
沢
殿
＿一
テ
ハ
藪
田
五
郎
右
衛
門
•
平
岡
宇
右
衛
門
呼
出
‘
ノ
御
礼
申
置
、
右
京
殿
（
池
田
政
言
）
ニ
テ
モ
用
人
ヲ
呼
出
ン
申
證
、
帰
宅
、
信
濃
以
下
各
待
請
だ
（
綱
利
）
（
池
田
）
（
昌
親
）
川
越
中
殿
・
綱
政
•
松
平
兵
n
殿
ヲ
一
人
ツ
、
呼
出
而
⑦
元
禄
九
年
十
二
月
四
S
十
六
日
「
任
官
前
後
控
」
少
（
輝
貞
）
之
障
子
之
前
二
柳
沢
出
羽
殿
•
松
平
右
京
殿
着
座
、
細
間
‘
登
城
可
仕
旨
‘
（
署
）
如
前
之
連
書
到
米
、
（
平
岡
衰
周
）
•
宇
右
衛
門
心
―
―
懸
候
満
足
之
旨
、
宇
右
衛
門
二
も
申
間
セ
（
吉
崎
）
朝
人
多
無
之
時
分
懸
御
目
候
様
二
参
度
旨
、
以
甚
兵
衛
申
遣
‘
返
答
二
明
六
日
五
半
l
―
参
候
へ
と
申
来
ル
ニ
依
テ
、
山
へ
立
寄
、
月
輪
院
ヲ
呼
出
ン
、
乍
見
廻
昨
日
之
有
難
仕
合
之
趣
申
置
、
帰
宅
、
（
戸
田
）
六
日
七
ツ
比
――
又
従
山
城
殿
‘
明
七
日
四
時
御
用
之
義
有
之
（
宗
資
）
（
桂
昌
院
）
（
隆
光
）
庄
因
幡
殿
へ
越
、
三
ノ
御
丸
へ
之
御
礼
申
置
‘
帰
二
護
持
院
従
和
殿
・
嶋
覚
左
出
合
、
暫
時
両
人
と
咄
、
帰
彼
宅
直
ー一
本
城
殿
へ
参
、
小
座
敷
ニ
テ
封
面
、
御
礼
段
々
頼
入
、
戸
田
大
候
へ
と
五
郎
右
衛
門
二
申
聞
ス
（
戸
田
）
五
日
之
晩
山
城
殿
へ
明
（
柳
沢
）
申
、
出
羽
殿
被
懸
御
心
候
御
礼
段
重
ク
申
置
井
五
郎
右
衛
門
ク
申
置
、
今
朝
者
上
江
之
御
礼
昨
日
申
置
タ
ル
―
依
テ
軽
ク
政
•
松
平
兵
n
殿
、
右
一
人
ツ
、
御
小
袖
＋
・
黄
金
十
両
•
御
書
院
御
礼
始
ル
、
水
戸
少
将
殿
•
同
宰
相
殿
、
次
細
川
・
綱
と
月
番
山
城
守
殿
其
外
御
老
中
御
申
候
由
被
博
、
於
御
黒
之
太
刀
披
露
、
早
而
無
遠
慮
直
―
―
所
存
之
趣
御
礼
申
上
候
へ
城
‘
大
廣
間
江
大
目
付
衆
被
出
、
御
礼
申
上
旨
、
奉
書
到
来
、
（
阿
部
）
本
庄
殿
へ
参
、
縁
組
之
御
礼
申
骰
、
十
日
之
朝
、
豊
後
殿
へ
参
、
此
夕
、
明
十
一
日
任
官
御
礼
可
五
ツ
半
ニ
九
日
之
朝
、
大
久
保
殿
へ
参
、
封
顔
御
礼
申
七
日
辰
中
刻
登
城
‘
同
所
五
日
之
通
、
御
白
書
院
五
日
之
に
て
立
、
（
軌
隆
）
（
弥
姫
）
尤
勝
千
代
と
一
度
二
罷
出
、
娘
縁
組
、
（
松
平
）
柳
沢
殿
・
右
京
殿
御
両
人
ハ
無
着
座
、
山
城
殿
被
仰
渡
ル
、
従
下
城
‘
御
老
中
、
出
羽
殿
・
右
京
殿
、
若
年
寄
衆
御
礼
二
廻
だ
ー
両
所
に
て
ハ
用
人
呼
出
申
箇
十
一
日
五
半
過
登
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靡
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
（
藪
田
•
平
岡
）
申
度
旨
、
両
人
ヲ
頼
候
間
‘
麟
躙
応
へ
宜
心
得
申
候
へ
、
此
段
披
露
、
其
次
―
―
直
二
段
々
有
難
奉
存
旨
申
上
テ
退
出
、
又
但
馬
殿
・
奏
者
衆
"
＂
＂
＂
 
〇
柳
沢
殿
•
宇
右
衛
門
罷
出
ル
、
右
京
殿
―
―
而
も
用
人出
申
申
上
候
義
、
一
入
有
難
奉
存
候
、
中
々
所
存
之
片
端
も
恭
段
會
候
而
恭
存
候
二
付
参
候
由
申
置
、
帰
宅
不
申
上
候
、
右
之
仕
合
二
候
付
、
誰
二
も
御
會
無
之
様
子
畳
々
存
知
候
へ
共
、
御
登
城
之
序
御
出
懸
二
懸
御
目
、
御
礼
之
趣
朝
柳
沢
殿
へ
越
‘
藪
田
•
平
岡
両
人
呼
出
、
昨
日
御
礼
直
御
聞
候
間
、
材
木
被
遣
‘
別
而
御
心
入
恭
存
候
、
御
断
可
申
と
存
候
へ
と
も
、
却
而
隔
心
＿
一
も
思
召
候
半
、
御
心
入
恭
存
候
二
付
、
受
納
仕
候
な
と
，
御
申
候
而
、
三
間
送
り
―
―
御
出
宅
、
同
晩
七
ツ
過
二
又
越
‘
候
而
暇
乞
申
候
、
御
入
り
跡
に
て
両
人
―
―
御
會
御
礼
申
置
帰
五
郎
右
衛
門
罷
出
、
今
朝
者
御
十
二
日
（
柳
沢
安
貞
）
追
付
御
耳
―
ー
達
可
申
と
挨
拶
、
其
後
枠
兵
n部
屋
申
付
ヲ
（
阿
部
）
豊
後
殿
廻
ル
御
心
二
被
掛
候
御
礼
申
候
ヘ
ハ
、
有
難
段
々
尤
至
極
二
候
、
（
戸
田
）
（
秋
元
）
（
土
屋
）
（
大
久
保
）
置
、
山
城
殿
・
但
馬
殿
•
相
模
殿
・
若
年
寄
二
所
・
か
、
殿
ク
被
召
遣
冥
加
＿
一
相
叶
、
有
難
奉
存
段
御
礼
申
、
出
羽
殿
（
弥
姫
）
（
池
田
政
倫
）
事
昨
日
御
直
―
―
御
礼
申
候
事
、
娘
縁
組
井
丹
波
守
御
前
近
之
中
二
送
棚
有
之
間
に
て
、
出
羽
殿
御
出
懸
御
目
、
任
官
之
時
有
之
面
出
羽
殿
御
出
‘
弓
ノ
筋
タ
ル
間
と
鉄
砲
筋
タ
ル
間
御
礼
ハ
外
敷
居
6
二
5
宜
目
に
て
自
御
前
被
召
‘
敷
居
ノ
際
ヘ
ニ
ジ
リ
寄
児
刀
乍
指
、
老
中
恭
聞
、
そ
れ
5
座
敷
た
て
ま
わ
し
、
客
衆
ハ
皆
／
＼
帰
シ
、
暫
綱
政
上
ル
（
直
敬
）
太
刀
ハ
永
井
伊
賀
殿
敷
居
6
二
畳
目
ニ
テ
披
露
早
、
一
存
候
、
追
付
登
城
仕
候
間
、
其
刻
可
懸
御
目
と
申
候
由
申
両
人
畏
候
由
申
候
凹
人
、
追
付
被
出
、
段
々
出
羽
守
承
、
尤
太
刀
敷
居
之
外
御
縁
厠
ー
ニ
御
小
袖
嚢
―
―
置
、
馬
代
敷
居
之
内
段
御
聞
届
候
と
有
之
両
人
ノ
返
答
ヲ
聞
可
帰
由
申
候
ヘ
ハ
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本
紙
e
m
‘
図
一
六
•
五
C
m
一
七
•
三
e
mx
九
O
·
O
e
m
(I
I
l
四
三
•
五
前
々
6
頼
申
上
ル
儀
二
御
座
候
へ
共
、
於
此
義
者
毛
頭
山
城
守
殿
包
紙
而
不
申
上
候
‘
戸
田
山
城
守
殿
ヘ
ハ
表
向
一
通
り
之
用
事
等
者
⑧
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
ル
、
出
羽
殿
に
て
ハ
今
朝
之
返
翰
――
此
方
6
之
書
状
之
文
言
具―委
細
得
其
意
候
と
有
之
、
礼
ヲ
宇
右
衛
門
l
―
申
置
ク
、
十
五
日
―
―
指
領
ノ
刀
ヲ
出
羽
殿
•
同
兵
n
殿
・
家
来
藪
田
・
平
岡
両
人
へ
遣
ス
‘
十
六
日
二
出
羽
殿
B
殊
外
氣＿一
入
、
則
指
領
二
御
用
候
由
、
池
田
綱
政
「
御
口
上
書
控
」
ニ
四
•
O
c
mx
三
二
•
五
C
m
―
奉
存
候
得
共
以
書
付
ヲ
奉
願
候
、
右
之
趣
御
老
中
方
ヘ
ハ
曽
段
々
為
礼
以
使
者
申
来
ル
御
上
之
御
厚
恩
身
二
餘
り
難
有
仕
合
奉
存
候
‘
此
上
申
上
候
段
、
恐
ヶ
間
敷
儀
奉
存
候
得
共
、
父
官
位
之
通
―
―
何
と
そ
被
為
仰
付
候
者
、
一
生
之
御
大
恩
与
偏
難
有
奉
存
候
‘
誠
以
難
願
上
儀
迫
従
（
光
政
）
従
二
被
任
候
、
親
新
太
郎
儀
、
少
将
二
被
任
罷
有
候
、
私
儀
只
今
四
十
四
以
書
付
申
上
候
、
私
儀
、
何
ヶ
年
已
前
元
服
被
昨
日
5
寒
l
―
入
タ
ル
御
機
嫌
伺
二
出
羽
殿
へ
右
京
殿
へ
参
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
卜
申
」
序
二
昨
晩
調
候
書
状
甚
兵
衛
―
―
為
持
、
文
匝
二
入
遣
ス
、
宇
右
衛
門
請
取
、
即
刻
―
―
出
羽
殿
自
箪
に
て
返
翰
有
之
、
今
朝
（
端
裏
書
「
丙
子
へ
と
も
、
少
も
不
苦
首
尾
能
候
間
、
以
自
筆
出
羽
殿
へ
書
状
進
之
、
可
宜
と
有
之
二
付
、
指
園
之
通
――
状
ヲ
調
‘
十
四
日
之
朝
‘
十
二
日
二
始
而
酎
顔
候
祝
義
心
二
音
信
物
遣
‘
（
貼
紙
朱
筆
）
「ハ
ニ
ノ
十
一
」
御
口
上
書
⑱
（
黒
印
）
⑲
（
黒
印
）
翌
十
三
日
二
平
岡
吉
崎
甚
兵
衛
ヲ
呼
、
家
に
如
何
と
可
存
候
/
⑱
（
黒
印
）
」
（
包
紙
）
「
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
柳
沢
へ
持
参
願
書
相
仰
付
候
節
、
侍
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昇
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
（
平
岡
資
周
）
（
山
中
）
右
之
通
、
宇
右
衛
門
方
二
て
半
兵
衛
―
相
認
さ
せ
、
則
此
（
柳
沢
）
出
羽
守
へ
御
願
之
事
有
之
二
付
、
両
人
と
も
へ
御
逢
被
遊
候
‘
「
貼
紙
朱
箪
「ハ
ニ
ノ
十
二
」
両
人
罷
出
候
ハ
ヽ
、
今
朝
両
人
へ
御
逢
被
遊
候
儀
ハ
少
々
⑲
（
朱
印
）
九
月
十
六
日
封
（
柳
沢
）
止
も
不
申
上
候
、
偏
二
御
自
分
様
何
分
―
ー
も
宜
御
取
成
奉
頼
候
‘
（
無
）
惣
眸
私
儀
諸
事
不
調
法
者
――
御
座
候
へ
共
、
先
日
も
被
（
柳
沢
）
儀
二
而
茂
御
奉
公
申
上
度
奉
存
候
、
此
等
之
趣
御
手
前
様
御
取
成
、
偏
奉
頼
候
‘
以
上
年
号
月
日
（
包
紙
）
「
家
記
・
元
禄
丙
子
九
年
山
中
案
昏
一
七
・
ニ
C
mx
八
0
•
六
e
m
(m
l二
O
.
o
e
m
‘
図
四
九
•
O
c
m
、
図
ニ
―
·
六
C
m
)
願
書
指
出
候
時
之
覚
書
相
本
紙
包
紙
二
0
•
五
c
mx
計
測
不
能
⑨
元
禄
九
年
九
月
一
六
日
山
中
造
酒
右
衛
門
「
覚
書
」
（
池
田
綱
政
）
松
平
伊
豫
守
〇
御
能
な
と
被
為
仰
付
、
難
有
次
第
二
奉
存
候
、
此
上
如
何
様
之
召
出
、
右
衛
門
申
候
、
（
吉
崎
）
貴
公
様
迫
指
上
ヶ
申
候
、
御
名
之
下
二
御
印
判
被
遊
‘
上
之
封
め
―
ー
も
御
印
判
被
遊
、
松
平
伊
豫
守
与
斗
御
書
付
可
被
遊
候
、
内
外
と
も
＿
＿
御
名
斗
二
て
、
此
方
あ
て
な
し
二
て
御
座
候
‘
此
文
言
之
通
、
一
字
も
相
迭
無
御
座
候
様
二
御
自
箪
二
而
御
認
被
為
遊
候
様
―
可
被
仰
上
候
‘
此
文
言
ハ
大
乱
此
方
（
柳
沢
）
旦
那
内
見
仕
候
事
茂
相
し
れ
不
申
候
間
、
必
々
を
以
可
被
仰
上
候
‘
則
此
文
言
之
ひ
か
へ
此
方
二
留
置
申
事
二
御
座
候
‘
御
念
御
入
被
為
遊
候
御
為
と
奉
存
、
此
わ
け
申
上
候
、
一
、
御
先
祖
書
ハ
封
与
斗
被
遊
、
御
印
判
御
無
用
奉
存
候
由
、
宇
（
綱
政
）
一
、
明
後
十
六
日
之
朝
五
ツ
半
時
、
殿
様
御
持
参
被
為
遊
、
（
藪
田
）
五
郎
右
衛
門
•
宇
右
衛
門
両
人
江
御
逢
可
被
遊
と
被
仰
込
、
通
二
御
認
被
為
遊
候
様
二
可
申
上
由
二
て
相
渡
申
候
間
‘
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貼
紙
朱
印
）
「
ハ
ニ
ノ
七
」
囲
（
黒
印
）
/
 
（
外
包
）
「
⑲
（
黒
印
）
本
紙
三
二
•
五
c
m
x四
六
•
O
c
m
囲
（
黒
印
）
封
本
紙
L 
em
‘
回
一
九
・
O
c
m
)
包
紙
包
紙
付、 出
し
被
遊
‘
是
拙
者
先
祖
覚
書
二
て
候
、
今
度
之
願
之
儀
二
ヶ
様
之
事
ヲ
も
諸
出
羽
守
へ
御
見
せ
箇
被
成
度
被
思
召
候
間
、
先
々
両
人
得
与
内
見
い
た
し
、
若
々
落
字
な
と
も
有
⑩
元
禄
九
年
十
二
月
十
四
日
外
包
（
⑩
‘
⑪
同
封
）
ニ
八
•
O
c
m
x四
一
•
O
c
m
二
七
•
五
c
m
x四
―
.
o
e
m
元
禄
丙
子
九
年
十
二
月
十
四
日
柳
沢
殿
へ
遣
候
書
翰
相
井
出
羽
殿
自
筆
ノ
返
翰
⑪
（
朱
印
）
」
し
被
為
遊
候
様
二
被
仰
上
可
被
下
候
、
柳
沢
保
明
「自
筆
返
翰
」
（
折
紙
）
⑪
元
禄
九
年
十
二
月
十
四
日
（
包
紙
）
「
丙
子
元
禄
九
年
十
二
月
十
四
日
柳
沢
出
羽
殿
へ
遣
候
書
状
之
相
へ
（
池
田
綱
政
）
松
平
伊
豫
守
様御
報
貴
札
致
拝
見
候
‘
如
仰
一
昨
朝
者
御
出
、
掛
御
目
称
重
存
候
‘
其
節
被
仰
聞
趣
、
御
序
有
之
、
委
細
達
御
耳
候
、
被
入
御
念
、
御
城
前
以
早
々
及
御
報
候
‘
恐
池
田
綱
政
「書
状
控
」
ニ
ニ
•
O
c
m
x三
ニ
・
三
c
m
一
五
•
八
e
m
x五
四
•
O
c
m（田
三
五
·
O
（
元
禄
九
年
）
柳
沢
出
羽
守
十
二
月
十
四
日
保
明
（
花
押
）
之
哉
、
労
両
人
ヲ
御
頼
被
遊
と
御
意
被
為
遊
、
両
通
共
御
渡
愧
謹
言
帳
面
之
通
一
々
得
其
意
存
候
、
登
ハ
御
口
上
書
二
有
之
候
由
御
意
被
遊
候
て
後
、
御
先
祖
書
御
則
此
書
ヲ
出
羽
守
へ
相
渡
く
れ
候
様
二
と
被
思
召
候
、
委
細
pt 
（
包
紙
）
「
松
平
伊
豫
守
様
柳
沢
出
羽
守
L 
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（
保
明
）
柳
沢
出
羽
守
殿
靡
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
猶
以
文
法
以
下
、
差
別
無
遠
慮
如
此
御
座
候
、
御
免
被
成
可
被
下
候
‘
存
候
程
ハ
紙
面
難
述
候
、
万
端
心
底
御
賢
察
被
成
可
被
下
候
、
以
上
‘
地
下
5
雲
客
＿
一
被
仰
付
候
ハ
一
人
も
無
之
候
、
尤
堂
上
方
ニ
ハ
此
例
専
用
之
御
吟
味
之
事
勿
論
二
候
、
武
門
ハ
加
様
之
（
利
隆
）
（
光
政
）
（
綱
政
）
初
官
6
以
米
、
武
蔵
守
•
新
太
郎
・
伊
豫
守
辿
四
代
ハ
一
、
少
将
拝
任
願
之
事
、
全
壱
分
ノ
非
望
、
先
祖
三
左
衛
門
輝
政
/
封
」
被
掛
御
心
候
‘
恭
存
候
段
、
掛
御
目
候
ヘ
ハ
、
存
儘
二
不
申
述
、
残
恨
所
存
之
外
二
御
座
候
‘
猶
以
向
後
不
限
大
小
事
、
偏
奉
頼
候
間
、
近
比
馴
々
敷
様
二
可
被
思
召
も
不
存
候
へ
共
、
御
一
家
同
意
在
候
間
、
ニ
被
思
召
、
万
事
被
懸
御
心
可
被
下
候
、
拙
者
も
其
心
得
二
而
罷
不
顧
遠
慮
禅
、
所
存
之
通
、
如
此
御
座
候
条
、
左
様
ニ
御
心
得
被
成
可
被
下
候
、
恐
挫
謹
―
l
-
[
‘
（
池
田
綱
政
）
（
元
禄
九
年
）
松
平
伊
豫
守
十
二
月
十
四
日
名
乗
判
（
包
紙
）
「覚
書
（
貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
十
」
/
封
」
内
存
御
書
付
（
柳
沢
）
第
存
候
‘
萬
端
御
礼
之
趣
申
上
、
別
而
大
慶
仕
候
‘
次
御
自
分
様
申
聞
せ
候
処
二
、
御
聞
届
被
成
、
不
寄
存
御
會
被
成
、
誠
以
恭
次
（
祇
候
）
一
咋
朝
者
致
伺
公
（
美
濃
）
上
ヲ
ミ
の
昏
に
て
封
躙
印
押
而
追
ス
政
（
藪
田
）
（
平
岡
）
五
郎
右
衛
門
•
宇
右
衛
門
両
人
二
所
存
之
趣
（
外
包
）
「返
九
月
十
二
日
時
節
‘
勘
兵
衛
可
指
出
事
本
紙
一
五
・
八
e
m
x
1
0
八
•
O
c
m（
□
四
・
五
e
m‘
図
四
七
•
五
e
m、
回
一
六
•
三
c
m
)
包
紙
ニ
四
．
o
e
m
x
三
ニ
・
三
em
外
包
二
七
•
五
c
mx
三
0
•
五
c
m
⑫
元
禄
十
年
九
月
十
二
日
池
田
綱
政
「
御
書
付
」
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（
池
田
綱
清
）
又
―
ッ
ハ
、
同
姓
伯
者
守
家
ハ
、
外
戚
之
候
へ
共
‘
筋
目
ヲ
申
候
ヘ
ハ
庶
子
筋
之
家
に
て
、
新
太
郎
迫
（
光
仲
）
ハ
相
模
守
万
事
筋
目
ヲ
家
来
共
以
下
存
罷
在
候
へ
共
‘
懸
申
候
、
敷
存
候
‘
仰
付
候
ハ
ヽ
、
偏
有
難
可
奉
存
候
、
無
之
二
‘
悴
地
下
二
仕
候
段
、
酎
先
祖
無
面
目
仕
合
＿
一
存
候
、
御
親
ミ
ハ
御
座
や
、
も
ス
レ
ハ
世
上
江
紛
カ
シ
申
獨
候
段
、
悔
二
承
来
候
、
然
所
ニ
去
年
伯
者
守
少
将
ー
—
被
仰
付
候
以
来
者
、
家
来
共
弥
萬
端
―
ー
付
別
家
之
品
二
引
分
、
此
方
江
何
事
も
不
申
聞
様
二
仕
加
様
二
而
ハ
伯
者
守
家
中
二
如
何
様
之
義
仕
出
候
迪
も
一
回
不
存
、
此
方
江
相
談
な
と
承
間
敷
候
、
此
段
歎
ヶ
加
様
之
趣
二
付
而
ハ
、
自
分
之
義
拝
任
被
（
損
）
御
機
嫌
そ
こ
な
い
申
而
ハ
勿
論
、
左
様
之
義
も
（
包
紙
）
「
元
禄
丙
子
九
年
九
月
十
六
日
柳
沢
殿
へ
持
参
、
同
廿
七
日
二
被
返
候
也
、
鳥
ノ
子
民
巾
二
家
譜
モ
同
時
、
（
貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
九」
松
平
伊
豫
守
封」
柳
沢
殿
へ
持
参
候
書
付
井
家
記
（
外
包
）
「
元
禄
九
丙
子
年
九
月
十
六
日
持
参
、
同
廿
七
日
二
御
返
候
也
、
本
紙
三
一
•
五
c
m
x四
六
•
O
c
m
包
紙
ニ
八
•
四
c
m
x四
一
・
三
c
m
左
候
ヘ
ハ
少
将
拝
任
之
被
外
包
三
二
•
O
c
m
x四
六
’
―
-
c
m
⑬
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
代
二
成
、
池
田
綱
政
「
願
書
」
（
折
紙
）
伊
豫
守
・
伯
者
守
と
有
之
様
―
―
被
家
之
為
、
重
々
有
難
可
奉
存
候
、
差
別
無
之
も
不
存
候
へ
共
‘
之
義
、
御
内
々
二
て
御
尋
有
之
候
キ
、
武
家
―
ー
ハ
職
無
之
故
二
哉
、
親
と
同
官
二
難
被
仰
付
様
二
粗
承
候
‘
依
之
自
分
（
家
綱
）
御
先
代
迫
ハ
其
家
々
ノ
初
官
仰
付
候
迎
も
‘
伯
者
守
跡
二
付
而
ハ
右
同
事
二
候
間
、
願
ク
ハ
他
家
＿
一
而
無
之
、
同
家
之
義
二
御
座
候
条
、
一
家
之
惣
領
・
庶
子
之
筋
目
立
候
様
二
、
唯
今
迫
之
通
、
新
太
郎
・
相
模
守
、
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
両
-144-
界
岡
IJl
藩
官
位
関
係
史
料
⑭
元
禄
十
年
四
月
廿
五
日
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
山
中
半
兵
衛
•
山
中
造
酒
右
衛
門
（
池
田
綱
政
）
松
平
伊
豫
守
岡
前
々
B
頼
申
上
ル
儀
＿
一
御
座
候
得
共
、
於
此
義
者
毛
頭
山
城
守
殿
（
柳
沢
）
礼
も
不
申
上
候
、
偏
＿一
御
自
分
様
何
分
―
ー
も
宜
御
取
成
奉
頼
候‘
惣
豚
私
義
諸
事
不
調
法
者
二
御
座
候
へ
共
、
先
日
も
被
召
出
、
御
能
な
と
被
為
仰
付
、
有
難
次
第
二
奉
存
候
‘
此
上
如
何
様
之
（
柳
沢
）
儀
二
而
茂
御
奉
公
申
上
度
奉
存
候
‘
此
等
之
趣
御
手
前
様
御
取
成
、
偏
奉
頼
候
、
以
上
、
而
不
申
上
候
、
戸
田
山
城
守
殿
ヘ
ハ
表
向
一
通
り
之
用
事
等
者
（
吉
崎
）
甚
兵
衛
殿
持
参
被
仕
御
痰
駕
も
次
第
近
寄
、
称
重
奉
存
候
‘
以
手
紙
申
上
候
、
弥
御
勇
健
被
成
御
座
、
目
出
度
奉
存
候
‘
（
貼
紙
朱
筆
）
「ハ
ニ
ノ
三
」
―
奉
存
候
得
共
以
書
付
ヲ
奉
願
候
‘
右
之
趣
御
老
中
方
ヘ
ハ
曽
同
半
兵
衛
」
一
生
之
御
大
恩
r
；
偏
有
難
奉
存
候
、
誠
以
難
願
上
簸
/
山
中
造
酒
右
衛
門
以
書
付
申
上
候
‘
私
儀
四
十
四
年
已
前
元
服
被
（
光
政
）
従
二
被
任
候
、
親
新
太
郎
儀
少
将
二
被
任
罷
有
候
‘
私
儀
只
今
辿
御
上
之
御
厚
恩
身
二
餘
り
有
難
仕
合
奉
存
候
‘
此
上
申
上
候
段
、
恐
ヶ
間
鋪
儀
奉
存
候
得
共
‘
父
官
位
之
通
二
何
と
そ
被
為
仰
付
候
者
、
従
fl" 
回
（黒
印）」
仰
付
候
節
、
侍
包
紙
（
⑭
I
⑯
同
封
）
二
0
•
五
c
mx
二
八
．
o
c
m
一
六
・
ニ
C
m
x八
六
•
三
C
m（
田
四
一
•
六
e
m
‘
図
四
二
•
五
C
m、
回
二
•
五
C
m
)
（
包
紙
）
「
元
禄
T
丑
十
年
四
月
廿
五
日
柳
沢
殿
二
封
面
時
以
後
礼
状
之
相
一、
明
廿
五
日
之
朝
‘
麟
鴨
デ
雇
恥
崖
江
被
懸
御
目
之
由
、
御
痰
駕
之
間
も
無
御
座
二
、
早
速
可
被
懸
御
目
之
由
、
別
mi
称
重
成
御
事
被
存
候
‘
廿
六
日
之
朝
、
兼
而
申
上
置
候
御
音
物、
御
口
上
ニ
ハ
近
日
御
痰
駕
被
遊
候
1
一
付
、
為
御
暇
乞
以
使
者
被
仰
入
候
間
、
本
紙
「
礼
状
之
控
」
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池
田
）大
学
様
本
紙
目
録
之
通
被
遣
候
、
今
迫
之
御
口
上
二
而
、
羽
守
へ
被
遣
、
昨
日
者
御
用
多
二
も
可
有
之
―
―
御
逢
被
成
、
（
柳
沢
）
自
分
様
―
ー
も
緩
々
之
御
暇
乞
被
仰
、
別
而
恭
思
召
候
、
在
国
之
内
二
て
も
諸
事
被
懸
御
心
被
下
候
様
二
頼
思
召
候
と
、
御
存
候
‘
此
段
宜
可
被
仰
上
候
‘
⑮
元
禄
十
年
四
月
廿
五
日
猶
以
昨
朝
者
、
以
上
、
池
田
綱
政
「
書
状
控
」
一
五
・
ニ
c
r
n
X
四
七
•
三
e
m（
田三
三
•
五
e
m
、
m
一
三
•
七
C
m
)
不
寄
存
御
逢
被
成
、
御
直
二
諸
事
得
御
意
、
別
而
恭
次
第
、
難
盛
箪
民
巾
存
候
‘
以
上
一
、
御
能
拝
見
御
礼
一、
御
暇
御
馬
（
弥
姫
）
一
、
娘
縁
組
一
、
任
官
一
、
能
被
仰
付
不
相
替
一
火
消
一
、
御
機
嫌
能
段
々
本
紙
一
五
·
五
c
r
n
X
一
六
•
四
c
m
其
節
御
直
書
出
昨
日
者
御
用
多
二
茂
可
有
御
座
候
処
l-
、
御
逢
被
成
恭
存
候
、
御
機
嫌
能
被
為
成
御
座
候
段
被
仰
聞
、
恐
悦
奉
存
候
井
種
々
有
難
此
御
座
候
、
以
上
、
⑯
元
禄
十
年
四
月
廿
五
日
一
、
替
屋
敷
一
、
両
人
二
や
し
き
「
覚
書
」
山
中
造
酒
右
衛
門
（
保
明
）
柳
沢
出
羽
守
様
（
元
禄
十
年
）
四
月
廿
四
日
山
中
半
兵
衛
元
禄
十
年
）四
月
廿
五
日
判
（
池
田
綱
政
）
名
懸
御
心
被
下
候
様
二
奉
頼
候
、
御
披
見
茂
如
何
と
存
候
へ
共
‘
如
様
―
―
被
遊
候
間
、
段
々
御
念
入
出
羽
守
も
御
尤
之
様
二
可
被
念
比
＿
一
御
書
被
遊
‘
御
文
箱
―
―
御
入
‘
甚
兵
殿
持
参
被
仕
候
不
申
筆
””” 
御
懇
意
趣
、
別
而
恭
次
等
奉
存
候
、
在
国
之
内
―
―
て
も
、
諸
事
被
御
厚
I
”
昏
上
難
述
存
候
、
恭
思
召
候
、
御
上
庄
之
段
々
之
御
礼
を
も
御
直
二
申
上
‘
御
（
柳
沢
）
其
上
御
礼
を
も
直
二
申
上
、
次
ニ
ハ
御
自
分
様
―
―
も
緩
与
御
暇
乞
申
‘
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叩
紅
岡
山
藩
官
位
閑
係
史
料
封
同
晩
＿一
指
越
候
口
上
書
、
甚
兵
衛
宛
⑱
（
朱
印
）
回
（黒
印）」
（
包
紙
）
「丙
子元
禄
九
年
九
月
十
六
日
朝
‘
柳
沢
殿
へ
越
本
紙
了
八
・
ニ
C
mx
四
0
•
九
c
m
包
紙
二
―
•
O
c
mx
三
二
•
四
c
m
⑰
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
平
岡
資
周
・
藪
田
重
守
「
口
上
之
覚
」
藪
田
•
平
岡
二
申
置
候
口
上
御
聞
届
之
由
‘
両
人
5
い
た
し
候
間
、
追
付
可
懸
御
目
旨
御
申
出
、
無
程
御
出
、
野
只
今
支
度
（
端
裂
害
）
「上
吉
崎
甚
兵
衛
」
⑬
元
禄
九
年
九
月
十
六
日
吉
崎
甚
兵
衛
様
（⑰
・⑱
同
封
）
（
元
禄
九
年
）
九
月
十
六
日
面
に
て
段
々
申
候
、
得
其
意
承
進
候
由
被
申
候
、
御
書
付
井
御
封
印
‘
追
而
可
被
致
返
（
吉
崎）
御
成
前
取
込
被
申
候
故
、
右
之
段
先
御
自
分
江
申
達
候
様
二
と
被
申
候
、
御
序
之
節
、
伊
豫
守
様
江
宜
被
仰
上
候
、
以
上
、
四
時
前
二
越
候
ヘ
ハ
、
早
々
薮
田
ヲ
使
二
御
出
進
候
、
衛
門
5
廿
五
日
之
朝
御
逢
可
有
由
、
以
切
民
巾
申
越
、
廿
五
日
（吉
崎）
―
懸
御
目
度
旨
、
以
甚
兵
衛
申
遣
候
ヘ
ハ
廿
三
日
晩
宇
右
（柳
沢
保
明
）
（乎
岡
査
周
）
廿
六
日
之
朝
、
出
羽
殿
御
逢
之
時
事
、
宇
右
衛
門
殿
廿
六
日
”
” 
出
羽
殿
へ
礼
一
、
御
懇
意
一、
切
々
御
逢
（柳
沢
安
貞
）
一
、
兵
n殿
へ
音
物
御
納
本
紙
吉
崎
甚
兵
衛
「
上
」
一
六
•
O
c
mx
四
七
•
四
C
m（
エニ
o
.
o
e
m
、回
二
七
•
三
e
m
)
藪
田
五
郎
右
衛
門
（
池
田
綱
政
）
今
朝
伊
豫
守
様
御
出
、
私
共
江
御
渡
ン
被
遊
候
御
書
付
両
通
共
（
柳
沢
）
ニ
、
御
封
之
侭
、
出
羽
守
江
差
出
シ
申
候
、
則
被
致
拝
見
、
口
上
之
覚
（池
田
政
倫
）
一、
丹
波
不
相
替
被
召
遣
（貼
紙
朱
箪
）
「ハ
ニ
ノ
弐
」
平
岡
宇
右
衛
門
一
々
-147-
知
候
、
右
之
通
能
相
心
得
被
申
上
候
様
―
―
と
出
羽
守
被
申
候
由
、
五
郎
右
衛
門
・
宇
右
衛
門
申
聞
候
、
五
郎
右
衛
門
・
宇
右
衛
門
申
候
ハ
、
今
朝
私
共
へ
御
渡
被
遊
候
御
書
付
両
通
、
出
羽
守
江
早
速
相
渡
申
候
処
、
別
紙
口
上
書
之
通
、
御
自
分
辿
可
申
達
旨
被
申
付
候
間
、
宜
可
申
上
旨
、
右
両
人
申
聞
相
渡
候
、
則
指
上
申
候
、
今
朝
ハ
御
出
被
成
候
‘
如
仰
出
羽
守
殿
御
口
上
仰
置
候
趣
一
々
致
承
（
吉
崎
）
申
聞
候
ハ
、
出
羽
守
御
自
分
を
招
、
申
達
候
様
二
と
被
申
付
候
‘
（
綱
吉
）
公
方
様
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
、
恐
悦
思
召
候
旨
、
御
尤
存
候
、
宅
江
御
成
用
意
も
相
調
申
候
間
、
御
心
易
可
被
思
召
候
、
天
気
能
御
成
可
被
遊
と
有
難
奉
存
候
、
今
朝
被
柳
沢
出
羽
守
殿
江
参
、
藪
田
五
郎
右
衛
門
•
平
岡
宇
右
衛
門
罷
出
加
藤
明
英
大
久
保
忠
朝
池
田
光
政
池
田
光
仲
池
田
暉
政
池
田
綱
清
池
田
網
政
池
田
政
言
伯
者
守
。
因
幡
国
鳥
取
三
二
万
石
。
伊
豫
守
。
備
前
国
岡
山
三
一
万
五
0
0
0
石。
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ー
三
左
衛
門
。
播
磨
国
姫
路
五
二
万
石
。
綱
政
の
曽
祖
父
。
一
信
濃
守
。
備
前
国
新
田
二
万
五
0
0
0
石。
池
田
政
倫
（
踊
録
）
丹
波
守
。
備
前
国
新
田
の
う
ち
一
万
五
0
0
0
石。
相
模
守
。
前
鳥
取
藩
主
。
新
太
郎
。
綱
政
の
父
、
前
岡
山
藩
主
。
加
賀
守
。
幕
府
老
中
（
相
模
国
小
田
原
一
―
万
三
〇
0
0
石）。
佐
渡
守
。
幕
府
若
年
寄
（
下
野
国
壬
生
二
万
五
O
O
O
石）。
池
田
利
隆
秋
元
喬
朝
阿
部
正
武
池
田
勝
千
代
池
田
大
学
【人
名
】
（
五
十
音
順
）
但
馬
守
。
幕
府
若
年
寄
（
甲
斐
国
谷
村
三
万
石
）
。
豊
後
守
。
幕
府
老
中
（
武
蔵
国
忍
一
0
万
石
）
。
軌
隆
。
綱
政
の
男
子
。
岡
山
藩
家
老
格
（
禄
高
二
万
二
0
0
0
石）。
武
蔵
守
。
綱
政
の
祖
父
。
幼
少
の
弟
忠
継
に
代
っ
て
備
前
国
岡
山
を
監
国
。
本
庄
宗
資
瞑
紐
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
細
川
綱
利
平
岡
資
周
永
井
直
敬
戸
田
大
和
戸
田
家
家
臣
。
伊
賀
守
。
寺
社
奉
行
（
下
野
国
烏
山
三
万
石
）
。
宇
右
衛
門
。
柳
沢
家
家
老
（
禄
高
六
五
0
石）。
越
中
守
。
肥
後
国
熊
本
五
一
万
石
。
因
幡
守
。
桂
昌
院
の
異
父
兄
。
常
陸
国
笠
間
五
万
石
。
隆
光
米
倉
昌
忠
吉
崎
甚
兵
衛
戸
田
忠
昌
徳
川
家
綱
徳
川
綱
條
徳
川
綱
吉
徳
川
永
学
出
羽
守
。
幕
府
御
側
用
人
（
武
蔵
国
川
越
七
万
二
0
0
0
石
余
）
。
後
に
美
濃
守
吉
保
と
改
名
。
兵
部
。
柳
沢
家
嫡
子
。
後
に
吉
里
と
改
名
。
五
郎
右
衛
門
。
柳
沢
家
家
老
（
禄
高
六
0
0
石）。
柳
沢
家
家
臣
。
も
と
岡
山
藩
家
老
伊
木
長
門
守
の
家
臣
。
山
中
造
酒
右
衛
門
山
中
半
兵
衛
藪
田
重
守
柳
沢
安
貞
柳
沢
保
明
伊
達
綱
村
土
屋
政
直
島
津
綱
賞
松
平
昌
親
み
つ弥
姫
嶋
覚
左
桂
昌
院
吉
良
義
央
上
野
介
。
幕
府
高
家
箪
頭
（
禄
高
三
0
0
0
石）。
五
代
将
軍
綱
吉
の
生
母
、
諒
は
光
子
。
江
戸
城
三
ノ
丸
に
住
む
。
戸
田
家
家
臣
。
薩
摩
守
。
薩
摩
国
鹿
児
島
七
二
万
八
0
0
0
石。
陸
奥
守
。
陸
奥
国
仙
台
五
九
万
五
0
0
0
石。
相
模
守
。
幕
府
老
中
（
常
陸
国
土
浦
七
万
五
0
0
0
 
石）。
四
代
将
軍
（
前
将
軍
）
。
宰
相
。
常
陸
国
水
戸
二
六
万
石
。
五
代
将
軍
。
右
衛
門
督
。
綱
條
の
嫡
子
。
山
城
守
。
幕
府
老
中
（
下
総
国
佐
倉
七
万
一
0
0
0
石
余）。
松
平
輝
貞
と
婚
姻
ほ
り
し
ん
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
右
京
大
夫
。
幕
府
御
側
用
人
（
上
野
国
高
崎
五
万
二
O
0
0
石）。
兵
部
。
越
前
国
福
井
二
五
万
石
。
池
田
綱
政
の
娘
。
宝
永
元
年
(
-
七
0
四
）
立
花
宗
政
半
兵
衛
の
兄
。
柳
沢
家
家
臣
（
嫡
子
安
貞
の
御
近
習
、
禄
高
五
0
石
三
人
扶
持
）
岡
山
藩
公
儀
使
（
禄
高
五
0
0
石）。
丹
後
守
。
幕
府
若
年
寄
（
武
蔵
•
相
模
•
上
野
の
う
ち
一
万
五
八
0
0
石）。
在
府
中
、
護
持
院
（
真
言
宗
新
義
派
）
住
持
、
大
僧
正
。
藩
主
の
岡
山
藩
は
護
持
院
の
火
消
役
を
勤
め
た
。
本
多
正
永
伯
者
守
。
幕
府
若
年
寄
（
下
総
・
丹
波
の
う
ち
―
万
石）。
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